
木材チップを高温高圧の大きな釜
かま

（蒸解釜・じょうかいがま）に
入れ、薬品を入れてにこむと、リグニンがとけて繊維はバラバ
ラになります。

①繊維を取り出す
せんい

バラバラになった繊維をあらい、リグニン（繊維と繊維をくっ
せんい

つけているもの）やゴミなどをあらい出します。

②あらう

繊維以外のゴミを取りのぞきます。
せんい

③ゴミを取りのぞく
さらに残ったリグニンを薬品で取りのぞき、白くします。
最後にあらうと白い木材パルプの完成！

④あらう・白くする

1-A 木材からパルプをつくる

紙をつくる工場
～主にチラシやカタログとなる紙を作る工程を紹介します～

チップ

薬品

蒸解釜
じょうかいがま

蒸解釜
じょうかいがま

ウォッシャー

ウォッシャー

クリーナー

漂白装置

繊維は上へ

バラバラになった
木材繊維

ゴミなどを取り除いた
木材繊維

異物・ゴミは下へ

砂・金属片・木のくずなど

リグニンなどを
洗い流す

 木材パルプの完成

黒液
こくえき

リグニンは木の繊維と繊維を

くっつける「のり」みたいな

ものだよ。リグニンのおかげ

で木は鉄筋の柱のように立つ
てっきん

ことができるの

こくえき

ねんりょう

黒液はリグニンなどが
とけた黒い液体だよ。
黒液は電気などを作る

ための燃料になるよ



パルパーとよばれる大きなミキサーに古紙を入れてかきま

古紙とは一度使い

終わった紙のこと

を言うよ

ぜ、おかゆのようにします。

①古紙をほぐす
こし

ほぐした古紙の中に入っているゴミを取りのぞきます。
こし

②ゴミを取りのぞく

空気を入れて、あわにインクをつけて取りのぞきます。古紙パルプの完成！
こし

③インクを取りのぞく

1-B 古紙からパルプをつくる

クリーナー

繊維は上へ

異物・ゴミは下へ

パルパー パルパー

ドロドロの液状に
なっているパルプ

界面活性剤

インキのついた泡

空気 空気 空気

排水処理へ

フローテーター

界面活性剤は、石けんの
かいめんかっせいざい

ようなものだよ

さらに白くする場合もあるよ



機械の中でまわっている2まいのディスクの間に繊維を
通すことで、繊維が毛ばたちます。そうすると、繊維と
繊維がくっつきやすいパルプになります。

①繊維を毛ばだたせる
せんい

ワイヤー（プラスチックのあみ）の上にパルプをまんべんな
くふき出して、シートを作ります。

②繊維をまんべんなく広げる
せんい

フェルト（毛布）に乗せ、プレスロールではさんで、さらに水分
をしぼり取ります。

③水分をしぼる
蒸気であたためた鉄のつつ（シリンダー）に、しめったシー
じょうき

トをおしつけて、かわかします。

④熱でかわかす

2 紙をつくる

ディスクを通ると

繊維が引っかかれて

毛ばだつんだね

リファイナー

この時の水分は約99%だよ ワイヤーパートを通る間に、
水分は約80%になるんだ

ワイヤーパート

プレスパート

プレスロール

繊維の拡大図

繊維の拡大図

プレスロール

ぎゅっとしぼられて

水分は約55%になるよ

ドライヤーパート

かわかすことで水分は

約6～8％までになるんだ！



きれいに印刷できるように、薬をぬって下地を作ります。

⑤下ぬりをする
カラー印刷がきれいにできるようにお化粧をして、かわかし
ます。

⑥表面に化粧をする
けしょう

かたいロールとやわらかいロールの間に紙を通して、表面
をなめらかにします。

⑦表面をなめらかにする

できあがった紙がみなさんの元にとどけられます。

⑨出荷

大きくまかれた紙を、使いやすいようにさらに小さくしたり
（巻取）、四角い紙（平判）にしたりします。

⑧いろいろな大きさに切る

下地液（サイズ液）

化粧剤(鉱物など）

化粧剤(鉱物など）

下地液（サイズ液）

サイズプレス

コーター エアドライヤー

エアドライヤー

カレンダー
巻き取る

巻取

平版

カッター


